
Ⅰ　学校教育目標

Ⅱ　具体的な取り組み

◆　授業規律の徹底 ◆　課題の工夫

本校の校是｢時を守り、場を整え、礼を正す｣を 週末には各教科より｢週末課題｣を出すことで、

もとに、王子中「授業の３原則」を設定。｢準備・ 各教科の学習を習慣化させる。また、課題につい

集中・発表｣を教員・生徒の相互で意識づけをする ても、「フォローアップワークシート」や「学習

意味で、授業態度チェックを生徒会学習部で運営。 探険ナビ」を活用し、計画的な実施をさせる。

◆　王子中学習スタイルの浸透 ◆　読解力の育成

校内研究とリンクさせ、１時間完結型の授業を 朝自習の時間を利用して、読書④の活動を取り

はじめ、｢今日の学習｣、「授業の流れ」、「課題」 いれたり、読みもの資料を読み、感想を書くこと

「まとめ・ふりかえり」カードを授業で活用。実 で、読む・書く力を育成していく。また、毎週１

践力のある生徒を育成するために、活用力をつけ 回｢天声人語｣を利用し、視写の活動を取り入れて

るような授業実践を行う。そのために、小集団(＊) いく。この活動で、時事力や集中力、語彙が増え

活動を組み入れた学習を全教科で展開していく。 て、表現力や構成力がついていくことが期待でき

また、定期テスト①でも活用力を問う問題を全教 る。

科で出題し、考える力や書く力を育成していく。

授業や単元末においては確認テストや小テスト② ◆　補充学習の充実
を実施し、基礎基本の定着を図る。

定期考査の前には質問教室を設けたり、生徒会

（＊）小集団活動を活発化させるために… 学習部がテスト予想問題を作成し、朝自習の時間

毎日の短学活で１日の反省を班ごとに行った や、補充学習の時間を使って解くことで、生徒同

り、大きな行事の前には学活の時間を特設し、 士での教えあい学習の場をつくることができる。

「ダイヤモンドランキング」などの班→学級で また、３年生を中心に市総体終了後から放課後学

考えさせる取り組みをたくさん組み入れること 習会を実施。学習の場の提供と、質問教室の実施

で、「協力する心」の育成、「実践力のある生 を行い、学習環境を整えていく。

徒」の育成に取り組んでいく。

◆　地域との連携
家庭学習の習慣を身につけさせるために、自学

ノートの取り組み③は、教科指定をしたり、プリ 学習、生活、体育・保健の３部会による小中合

ントの貼りつけをさせたりするページと、生徒自 同研修会を実施することで、小中連携の学習スタ

身が考えて取り組むページにわけて行う。また、 イルを構築してくことや、学力向上会議の相互参

授業、朝自習とのリンク(＊)させた学習に取り組 加により、小中連携の取り組みを推進していく。

む。 また、幅広い地域の意見を取り入れるために、オ

ープンスクールの実施や、学校評議員会を定期的

（＊）授業⇔家庭学習⇔朝自習　のリンク学習… に行うことで、地域との協働を図っていく。

授業で取り組んでいる内容や最低限身につけ

させたい基礎的な内容をプリントで配布したり

教科書で設定したりすることで自学ノートを取

りくみやすく工夫。家庭学習の内容をさらに翌 ①　定期テストにおける正答率30%未満の生徒
日の朝自習で再復習。ひと月単位で家庭学習検 の割合を10%以内とする
定を行ったり、定期テストの範囲に入れたりし ②　授業や単元末における確認テスト(小テス
て、学習内容を浸透させる工夫を行っていく。 ト)の実施率を80%以上とする
状況は学年通信やＰＴＡなどを通して、家庭と ③　家庭学習の習慣化　課題提出率95%以上
協働して力をつけさせていく。 ④　読書量のアップ　年間読書量12冊

平成２８年度　大分市立王子中学校　学力向上プラン

「協力する心｣と｢活用力｣を身につけた実践力のある生徒の育成

を新設（30人程度）し、連携の一歩を深める。

　28年度は、王子中校区地域民生児童委員と会合
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